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自己紹介

◼職歴
 1969年 神奈川県藤沢市生まれ

 1994年 林野庁

 2001年 Cassina IXC

 2003年 日本総合研究所

◼公職等
国土審議会専門委員

（移住・二地域居住等促進専門委員会）

内閣府規制改革推進会議専門委員

（地域産業活性化WG）

内閣府地方創生推進アドバイザー

福島県南相馬市復興アドバイザー

香川県観音寺市政策アドバイザー

長野県伊那市Inadani SEES アドバイザー

武蔵野美術大学客員研究員・特別講師

 JR東日本WaaS共創コンソーシアム

ステアリングコミッティ委員
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福井県鯖江市
岡山県西粟倉村
長崎県雲仙市小浜
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6岐阜県岐阜市「Design Water」

岩手県盛岡市「まちの編集室」

静岡県島田市・宮城県南三陸町「まゑむき」
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鹿児島県姶良市の廃校「新留小学校」を私立小学校として再生させる取組も行ってます。
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自律協生社会の実現に向けた
共同研究を武蔵野美術大学と
日本総研は開始
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本日提案の要旨： 「地域生活圏」に必要な視点

◼仕事と人材について
地域生活圏には経済基盤が重要。だが、基幹産業の再生・誘致や成長産業

創出は容易ではない。これから注力すべきは都市部の企業の本社機能や研
究所、サテライトオフィスなど知的労働拠点の誘致だが、本日は触れない。

本日、第一に挙げるのは、地域の価値創造に不可欠なクリエイティブ人材の誘
致について。クリエイティブ系の仕事は極端な東京一極集中。これを分散させる
ことが地域の価値創造には不可欠。

第二に、やはり施策の対象にはなってこなかった「ライフスタイル企業家」や「そこ
そこ起業」の重要性を指摘したい。経済成長に大きく貢献するわけでも、ゼブラ
のように社会価値を謳っているわけでもないが、ウェルビーイングや地域の魅力
創出の観点からライフスタイル企業家やそこそこ起業は重要なアクター。

第三に、移住者も含め地域の多様な人がポテンシャルを開花させるための交
流・懇親の機会と場の重要性を指摘したい。

◼地域間連携について
第四に、地域生活圏の参考になる施策として、70年代後半にイタリアが導入

した地域概念「テリトーリオ」について説明したい。
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出所：日本デザイン振興会「山水郷のデザイン」
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2020年6月、（一社）ドット道東が、道東のアンオフィシャルガイドブック『.doto』発売 
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出所：一般社団法人ドット道東
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出所：一般社団法人ドット道東
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出所：「令和3年経済センサス」を基に大正大学中島ゆき氏作成

※情報通信業
通信、放送、IT（ソフトウェ
ア・インターネット）、映
像・音声・出版・広告

クリエティブ職、知識創造産業は、極端に東京に一極集中
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出所：
LIVE Design School 
Website
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クリエイティブ人材を誘致・育成するために行政ができること

◼公募する
自治体職員としてデザイナーやエンジニアを公募する。

官民を問わず、専門職としてクリエイティブ人材を公募する

◼公共調達によるクリエイティブ産業の需要創出
クリエイティブ人材に対して、役場が仕事を発注

デザイン料や委託費を補助することで、デザイン仕事の需要を創出

◼デザインスクール、クリエイティブ塾の実施・サポート
鯖江市と越前市は、「越前鯖江デザイン経営スクール」を協力して開校

◼象徴的プロジェクトの実施
プロジェクトを通じて地元のクリエイティブ人材を育成

クリエイティブ人材は、二地域居住や副業と親和性が高い人材

※国は、啓発活動や自治体への財政支援を通じて上記の施策をサポート。
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出所：道の駅しかべ間歇泉公園Website
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2012−2016、秋田県の予算でつくったフリーペーパー

出所：Re:s
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よそものと地元の人が50：50でやる

出所：Re:s
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「ライフスタイル企業家」や「そこそこ起業」に目を向けてみる

◼ライフスタイル企業家（注1）

ライフスタイル企業家は、売上や経済成長より自分の価値観やライフスタイルを
重視（”Stay within the Fence”, “Just want to surf, make boards and party”.）。
大きなビジネスにならないので、一般に地域経済への貢献は少ないが、地域の
魅力形成には寄与。地元コミュニティとの付き合いでは距離を置く人が多いが、
その土地を気に入って移住してきた人が多いので、土地の魅力の再生・向上に
役立つことには積極的にコミット。
⚫ スキー、スノボ、登山、トレッキング、MTB、ダイビング、サーフィン、釣り、ヨガ etc.

⚫ こだわりパン屋、カフェ、レストラン、ワイナリー、宿 etc.

◼そこそこ起業（注2）

楽に、楽しく生きるための起業スタイル。「楽園をつくる」と「市場をハックする」の
二つの基本戦略がある。

⚫ 楽園をつくる： ガンガン遊んで「自分が楽しむ姿」を見せて、共感してくれる仲間を
増やし、集まってきた仲間達と「もっと楽しくなる」ためのサービスや道具を分かち合う。

⚫ 市場をハックする： 市場の仕組みを知り尽くした上で、そこそこ働いて、そこそこ稼
いで、余暇時間を増やして家族や仲間とともに人生を楽しむライフハッキング。

20

注1：野坂美穗「ライフスタイル起業家の役割と地域経済・地域社会に与える影響」『多摩大学研究紀要』
注2：高橋勅徳『なぜあの人は好きなことだけやって年収1000万円なのか?』集英社
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ライフスタイル企業家・そこそこ起業の誘致・育成・活用方法

◼円滑な事業実施のための権利関係の調整や公有地活用等のサポート
山野河海の利用に関する許認可における便宜や農林漁業者との調整等

◼そこそこ起業を妨げるような規制の緩和や施設整備等
「おばあちゃんの手作り漬物」が売れないような状況の改善

◼地元コミュニティとうまく交わらせる
価値観が違い過ぎて交わらないので、交わるための機会や場を行政がつくる。

◼光を当てる
ユニークな生き方をしている人として、積極的に広報する。とりわけ、地域外の

人に「この地域ならばこんな生き方ができる！」とアピールする。

◼経営・財務・法務等の専門知のサポート
事業継続のためにも必要となる専門知の相談やアドバイスの体制をつくる。

◼アイデアを聞く
ライフスタイル企業家の「もっとこうなれば、もっと楽しくなる」というアイデアを聞き

出し、地域の魅力向上のために役立てる。

ライフスタイル企業家やそこそこ起業も二地域居住と親和性が高い。

※国の役割は起業概念をアップデートする啓発活動等

21
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廃校や空き物件を交流・懇親の場として再生できたら…



Copyrights © 2025 MAU×JRI1 All rights reserved
24出所：.Toshimitsu Yoshino Design Office



Copyrights © 2025 MAU×JRI1 All rights reserved
25

イタリアの地方再生に貢献した「テリトーリオ」戦略

•テリトーリオとは「地域」を意味するイ
タリア語。共通する社会的、経済的、文化
的なアイデンティティをもつ都市と農村の
まとまりを意味する言葉。

•70年代後半から都市政策・地方政策で使
われ始める。

80年代以後、中心市街地のリノベーション
と周辺農村の農家民宿等の観光基盤の整備
を一体的に進める「テリトーリオ戦略」を
イタリアでは実施。農村観光やスローフー
ドの潮流と相まって、地方再生に寄与。
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文化基盤としてのテリトーリオ

ワイン産地として知られるキャンティ地
方は7つの自治体から成るテリトーリオ。
80年代に始まったスローフード運動や原
産地呼称制度がテリトーリオ戦略を補完。

産廃反対運動を機に、5自治体がオルチャ
渓谷テリトーリを形成。これが2004年の
世界遺産登録に結実。

出所：La Mia Terra di Siena.

出所：Chianti Live
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消費支出の内訳（2022年平均、2人以上の世帯）

食費(31.3%)

交通費(8.5%)

光熱費(6.4%)

住居費(6.1%)

家具家事用品(4.7%)

保健医療費(4.8%)

通信費(4.0%)

衣料品類(3.7%)

教育費(3.4%)

上下水道費(1.5%)

教養娯楽費(9.6%)

その他消費支出(16.0%)

出所：総務省「家計調査報告（2022年）」より日本総研作成

食費

交通費

光熱費

住居費

家具
家事用品

テリトーリオを単位にした地産地消の推進が地域を回復させる
→産官学金民が力を合わせて、あらゆる産業の地産地消化を応援する！！
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食×教育×テリトーリオ 「EAT LOCAL KAGOSHIMA」の取組
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出所：五城目町役場Website

出所：シェアビレッジ note 出所：森山ビレッジ

住宅×教育×テリトーリオ
秋田県五城目町の取組
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再校イニシアチブ構想

再校
学校を突破口に小さな半径のエコシステムを
豊かで持続可能にしていくための活動群を、

様々なステークホルダーと共に研究・社会実装していく農業・耕作放棄地
SAP / コミュニティ参加型 / 
薩摩ピーカンファーム

森林・住まい
森山ビレッジ（デジファブ集落）

自治・防災
ただ朝ご飯を食べる会

食育・保育
ひより保育園 / 

そらのまちほいくえん

2地域居住・教育
シェアビレッジ / 

五城目小学校（教育留学）

医療・介護
コミュニティドクター・
コミュニティナース

共助の場
ただのあそび場 / 五城目朝市 /湯

の越温泉

地域産業・スタートアップ
Babame Base / SOUU / 

ちよだプラットフォームスクウェア

教育
-学び方

-組織・評価
-生態系

-食とことば

地域交通・インフラ

食堂・産直
日当山無垢食堂

秋田

秋田

東京
鹿児島
秋田

鹿児島
鹿児島

鹿児島

秋田

鹿児島

マークは、共同代表丑田・古川が

これまでに手がけたプロジェクト（実績）

新留小プロジェクトは、学校を拠点に地域を再生する挑戦
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